
水と緑と花のまち

市政だより

昭和50年12月1日 No.7 7 4 

人口の動き 法律相談日

11月1日現在前月比11
11 12月18日(木)

人口 61.041+10311 
11 9時30分-15時

男 29.650+48 11 
女 31.391 +55 11市役所市民相談室

世得数16.549+47 11 お気軽にどうぞ
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掃除してさっぱりと

通院のお手伝をするヘルパー号 病人のお世話と部屋の掃除 ふき掃除できれいに

真心の奉仕で
、..-、...・・v、...・・v、..-、.‘.-、.‘-、.. 

家庭奉仕員
.‘.-・...-司‘.-可・・..-、-_... ‘-司且---‘.-、.‘a町、--・L..・... 司邑~

幸せを

鶏得されるへjし/てー像をお壌に
たえず、変化する社会の中で、恵まれない環境におか

れている人々のために、市は、独自の福祉施策をたて

その充実をはかつています。

最近、人口の老齢化、核家族化に伴い、 l人暮しの

老人が増加し、社会福祉対策が論議されており、在宅

老人福祉対策の一環として、家庭奉仕員制度が設けら

れています。

奉仕員は、身体上、精神上の障害で、日常生活に支

障がある老人、心身障害者(児〉の食事の世話、洗濯

掃除あるいは生活の相談相手として献身的な努力を続

けています。

対象老人から寄せられた感謝の歌で

「老いぬれば人の情けのしみじみと

心にふれて うれし涙に」

お世話することに生きがいを感じ、今よりも一層努

力じて期待されるヘルパー像を目標にがんばっていま

す。

毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛印刷所/隆文社印刷所
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(2) り

国

民

健

康

保

険

増
え
る
医
療
費

おおむ市政だより

総
事
業
費
の

m
m
%

パ
門
医
療
費
は
ど
の
く
ら
い
か
か
っ

て
い
る
か

図
表
に
示
し
て
い
ま
す
よ
う
に

昭
和
四
十
五
年
度
で
は
年
間
一
人

当
り
一
万
九
千
二
百
七
十
四
円
か

か
っ
て
い
た
も
の
が
、
老
人
医
療

無
料
化
や
高
額
療
養
費
制
度
、
更

に
医
療
費
改
正
な
ど
の
影
響
で
四

十
九
年
度
は
五
万
五
千
百
四
十
九

円
と
な
り
、
五
十
年
度
は
六
万
七

千
五
百
三
十
一
円
が
見
込
ま
れ
、

四
十
五
年
度
に
比
べ
る
と
約
三
・

50年秋の叙勲

員長繁繁繁憲懇員長当医き長沼要

晴れの受賞者
議議事訴事議事事議議事

納
税
に
ご
協
力
を

五
倍
に
ふ
え
て
い
ま
す
。

口
医
療
無
料
化
も
七
割
は
保
険
税

で
負
担
よ
く
老
人
医
療
な
ど
無
料
化
に

な
っ
た
の
で
保
険
税
は
払
わ
な
く

て
も
よ
い
と
思
い
ち
が
い
を
し
て

い
る
人
が
あ
り
ま
す
が
、
医
療
費

の
七
割
分
や
高
額
分
は
国
保
で
負

担
を
し
て
い
る
の
で
す
。(
別
表
一
)

同
総
医
療
費
の
約
三
十
Mmは
老
人

医
療
費

勲
三
等
旭
日
中
綬
章

元
長
崎
大
学
教
授

菱
谷
武
平
さ
ん
(
古
町
住
宅
)

永
年
に
わ
た
り
教
職
と
し
て
の

功
績
に
よ
り

藍
綬
嚢
章

県
議
会
議
員

福
井
義
美
さ
ん
(
黒
丸
町
)

• 耳
と

言

葉

の

相

談

日

刊

M

月

別

日

国
保
被
保
険
者
の
う
ち
七
十
歳

以
上
の
老
人
は
約
八
銘
で
す
が
、

医
療
費
で
は
全
体
の
三
十
労
を
老

人
分
が
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
一
カ
月
一
件
当
り
の
医
療

費
は
、
老
人
以
外
の
分
は
九
千
三

百
七
十
八
円
に
対
し
、
老
人
分
は

二
万
千
三
百
九
十
六
円
で
約
二
・

三
倍
か
か
っ
て
い
ま
す
。

同
保
険
税
は
納
期
内
に
完
納
を

医
療
費
、
助
産
費
、
葬
祭
費
等

保
険
給
付
費
は
支
出
総
額
の
う
ち

約
九
十
三
労
で
す
が
、
乙
の
財
源

は
、
国
庫
支
出
金
と
保
険
税
で
ま

か
な
う
の
が
た
て
ま
え
で
す
。

従
っ
て
毎
年
度
保
険
給
付
費
が

増
加
す
る
に
つ
れ
、
保
険
税
も
引

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
に
よ
っ
て

保
険
税
を
低
く
お
さ
え
、
一
人
当

り
平
均
保
険
税
は
県
下
八
市
で
も

最
低
と
な
っ
て
い
ま
す
(
別
表
二
)

永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と

し
て
の
功
績
に
よ
り

勲
五
等
瑞
宝
章

市
議
会
議
員

三
島
恵
吉
さ
ん
(
中
諏
訪
町
)

永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と

し
て
の
功
績
に
よ
り

午

後

1
時

1

4
時

67，531円

37，312Pl 

9，564円

7，427ftl 

50(年度)

l人当 り医療費、保険税

国庫支出金、一般会計繰入金

の推移

(別表ー)

(例) 老人医療で総医療費が20万円かかったとき
今|←…従来は患者負担…→1

14万円 |国保負担 3万円|公費負担lI(高額分)uJJ rJl 3万円 |

60 

50 

A市 13.565円 E市 12.103円

B市 13.976 F市 11，970

C市 11.654 G市 12，821

D市 12.215 大村市 9.564 

(別表ニ)

福

祉

セ

ン

タ

|医療費40 

30 

20 りよ

|国保負担 (7割分)

水道だ

10 新水道料金となります

11月分から、新水道料金となります。

計算は次のとおりです。 (一般用)

49 48 47 46 45 

8 

6 

4 

2 

。
(千
円
)

企使用水量 5nlまで
基本料金のみ

企使用水量 10nlまで
基本料金のみ

企使用水量 15nl 
C15nl-10m') x85円+590円=1. 015円

企使用水量 20nl 
(20nl-10nl) x85円+590円=1.440円

&使用水量 25nl 
(25nlー10m')x 85円+590円=1.865円

企使用水量 30nl 
(30m'ー10nl)x 85円十590円=2.290円

400円

590円
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O
車
を
運
転
す
る
前
に
は
絶
対
に

酒
は
飲
ま
な
い

O
車
を
運
転
す
る
人
に
は
絶
対
に

酒
を
飲
ま
せ
な
い
。

供
や
老
人
に
は
注
意
を
与
え
ま

lν

ょ
・
つ

年
末
年
始
を
控
え
、
飲
酒
の
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。

無

料

人

権

相

談

所

を

開

設

ない運動の徹底を

O
道
路
で
交
通
上
危
険
な
状
態
に

あ
る
子
供
や
老
人
を
見
か
け
た

ら
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か
け
て

安
全
に
誘
導
し
ま
し
ょ
う

O
車
か
ら
子
供
や
老
人
を
見
た
ら

赤
信
号
と
思
い
、
最
除
行
し
て

通
過
し
ま
し
ょ
う
。

そ
乙
で
、
こ
の
時
期
を
と
ら
え

飲
酒
運
転
追
放
運
動
を
展
開
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は

死
亡
、
重
傷
と
重
大
事
故
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
者
を
な
く
す
と
共
に

子
供
と
老
人
を
保
護
し
、
交
通
事

故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
家
族

・
職

域
ぐ
る
み
で
の
ど
協
力
を
お
願
い

自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
で
、

悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

次
の
と
お
り
人
権
(
身
の
上
)

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
気

主
催

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

。

大

村

人

権

擁

護

委

員

協

議

会

日
時

十

二

月

九

日

(

火

)

長

崎

地

方

法

務

局

大

村

支

局

午
前
十
時
J
午
後
三
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
大
会

議
室

場
所

12月 11 日 ~1 月 10 日

飲酒運転追放運動

子
供
と
老
人
を
安
全
に

O
家
庭
で
は
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
合
い
を
行
い

、
外
出
す
る
子

納

税

お

早

目

は

lこ

子
供
に
輝
か
し
い
未
来
を

し
ま
す
。

固

定

資

産

税

第

4
期

分

子
供
の
人
権
は
尊
重
し
て

一
な
い
運
動
の
徹
底
を

固
定
資
産
税
第
四
期
分
の
納
期

限
の
十
二
月
二
十
八
日
は
日
曜
日

と
な
っ
て
お
り
、
乙
の
場
合
の
法

定
納
期
限
は
十
二
月
二
十
九
日
と

な
り
ま
す
が
、
二
十
九
日
か
ら
市

役
所
、
出
張
所
は
年
末
休
暇
に
入

り
ま
す
の
で
二
十
九
日
に
納
め
ら

れ
る
人
は
、
指
定
金
融
機
関
(
親

和
銀
行

・
十
八
銀
行
本
支
居
、
西

九
州
信
用
金
庫
大
村

・
竹
松
支
百

九
州
相
互
銀
行

・
長
崎
相
互
銀
行

各
支
居
、
大
村
市
農
協
及
び
各
支

所
、
松
原
農
協
)
を
ご
利
用
下
さ

な
お
、
年
末
で
も
あ
り
、
二
十

七
日
は
窓
口
の
困
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
納

付
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一一--
ー一-A

』ーーー一--'"‘

O
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
車
を
運

転
し
な
い

刊は月

4
日
i
叩
日

人
権
週
間

り

人
権
に
関
す
る
相
談
や
問
合
せ

は
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
に
遠
慮

な
く
申
出
て
下
さ
い
。

こ
の
た
び
、
永
年
に
わ
た
り
商
産
業
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

一

業
統
計
調
査
に
協
力
し
、
正
確
、

株

式

会

社

主

婦

の

庖

-

か
つ
迅
速
な
報
告
に
努
め
ら
れ
ま

大

村

庖

~

し
た
事
業
所
、
並
び
に
担
当
事
務

従
事
者
に
対
し
、
栄
え
あ
る
通
商

笹
田
照
子
さ
ん
一

おおむ

栄

え

あ

る

藤
戸
三
郎
氏

片
町
一
番
地

通

商

産

業

大

臣
dト、-LLョー
~ 

Fミ

血
②
l
二
九
七
七

住

宅

使

用

料

η
月

分

姉
川
浄
弘
氏

地武
部
郷
田
O 
九
番

市政だより

住
宅
使
用
料
十
二
月
分
の
納
期

限
は
、
十
二
月
二
十
八
日
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
日
は
、
日
曜
日

で
あ
る
の
と
、
年
末
で
窓
口
が
混

雑
し
ま
す
の
で
早
目
に
納
め
て
下

さ
い
。

な
お
未
納
が
あ
る
人
は
、
十
二

月
に
完
納
さ
れ
る
よ
う
ど
協
力
下

さ
い
。

二
十
九
日
以
後
は
休
日
と
な
り

ま
す
の
で
、
納
付
は
市
内
金
融
機

関
で
お
願
い
し
ま
す
。

皿
③

!
五
四
四
一

地皆
同
郷

J¥ 
番

寿
氏

田
J 11 

受
賞
さ
れ
た
大
村
庖

(
徳
田

さ
ん
)
と
笹
田
さ
ん

皿
⑤
|
八
五
四
五

(3) 
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(4) りおおむ市政だより

〔国
民
年
金
〕

特
例
納
付
で

受
給
権
の
確
保
を

国
民
年
金
の
受
給
権
は
、
保
険

料
を
納
め
る
か
、
免
除
を
受
け
た

期
間
が
一
定
期
間
以
上
な
け
れ
ば

取
得
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
す
で
に
時
効
と
な

っ

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

昭
和
三
十
六
年
四
月
分
か
ら
昭
和

四
十
八
年
三
月
分
ま
で
の
未
納
保

険
料
も
今
月
い
っ
ぱ
い
な
ら
納
め

納税のしるしです

必ず受取りましょう

公給領収証は

ら
れ
ま
す
。

乙
の
機
会
に
是
非
納
付
し
て
老

後
の
年
金
を
確
保
し
て
下
さ
い
0

.
保
険
料
額
は

一
カ
月
分
九
百
円

・
納
め
る
期
限
は

十
二
月
末
日
ま
で

・
納
付
書
の
発
行
は

十
二
月
二
十
七
日
午
前
中
ま
で

十
二
月
は
忘
年
会
、
そ
の
他
で

飲
食
さ
れ
る
機
会
が
多
い

こ
と
と

思
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
十
二
月
を
公
給

領
収
証
の
交
付
強
調
月
間
と
し
て

皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

パ

l
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
料
理
店

旅
館
、
飲
食
屈
な
ど
で
飲
食
さ
れ

た
と
き
、
ま
た
は
旅
館
に
宿
泊
さ

れ
た
と
き
は
、
料
理
飲
食
庖
等
消

費
税
が
か
か
り
ま
す
(
但
し
、
旅

4砂

耳

と

言

葉

の

相

談

日

臼

月

初

日

市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
出
張
所

※
納
付
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金

に
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
期
間
で
、
任
意
に
加

老後の安定と

経営の近代化

農業者年金に加入を...

館
.
飲
食
庖
で
飲
食
さ
れ
た
場
合

に
は
、

一
人
一
回
の
飲
食
料
金
が

千
七
百
円
以
下
の
と
き
は
税
金
が

か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
給
領
収

証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
)

皆
さ
ん
が
支
払
わ
れ
た
税
金
は

公
給
領
収
証
を
受
取
る
こ
と
に
よ

り
、
正
し
く
県
に
納
ま
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
給
領
収
証
は
、
納
税
の
し
る

し
と
し
て
必
ず
受
取
り
ま
し

ょ
う

午

後

1
時

I

4
時

入
し
て
い
た
期
聞
に
つ
い
て
は

納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
市
保
険
年
金
課

へ
お

た
ず
ね
下
さ
い。

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
で
あ

る
皆
さ
ん
の
年
金
で
す
。

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
長

い
間
の
熱
望
に
よ
っ
て
、
老
後
の

生
活
の
安
定
と
農
業
経
営
の
近
代

化
の
促
進
を
図
る
た
め
で
き
た
も

の
で
、
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

乙
の
問
、
全
国
で
百
二
十
万
人

が
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は

年
金
に
加
入
す
る
資
格
が
あ
る
人

で
、
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
が

お
ら
れ
ま
す
。

年
金
は、

加
入
し
て
い
る
期
間

が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
有
利
で
す

し
、
ま
た
、
早
い
時
期
に
加
入
し

な
い
と
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
す

ぐ
に
加
入
し
ま
し

ょ
う
。

詳
し
く
は
、
農
協
、
ま
た
は
農

業
委
員
会
へ
。

幸
せ
を明
日
に
つ
な
ぐ

火
の
始
末

福

祉

セ

ン

タ

郵

便

局

だ

よ

り

年

賀

状

の

準

備

は

年
賀
は
が
き
は
十
二
月
十
五
日

か
ら
受
付
け
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
め
に
出
し
て
下
さ
い
。

十
二
月
六
日
(
土
)
、
七
日

(

で

き

ま

し

た

か

日
)
、
十
三
日

(
土
)
、
十
四
日

(
日
)
は
「
年
賀
状
を
書
く
日」

に
あ
て
て
下
さ
い
。

小

包

は

η
月

日

固

ま

で

に

小
包
の
包
装
は
破
れ
な
い
よ
う

に
、
郵
便
番
号
は
忘
れ
な
い
よ
う

郵

便

物

の

あ

て

名

は

迷
子
郵
便
に
な
ら
な
い
よ
う
に

あ
て
名
は
詳
し
く
、
団
地
や
ア
パ

ー
ト
は

O
棟
。
号
、
0
0
ア
パ

l
出

し

て

下

さ

い

に
書
き
ま
し
ょ
う
。

詳

し

く

は

っ

き

り

と

ト

O
号
と
、
同
居
者
は
O
O様
方

の
肩
書
も
書
き
ま
し

ょ
う
。

各

戸

に

表

礼

と

受

箱

を

大
切
な
郵
便
が
、
表
札
や
受
箱

が
な
い
た
め
配
達
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

一
家
に

一
個
の
受
箱
と
表
札
は

必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
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• 市
内

に

お

し

り

注
射
と
検
診

-3歳児
健
康
診
査

り

対
象

昭
和
四
十
七
年
六
月
生
れ

及
び
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
か

ら
昭
和
四
十
七
年
五
月
生
れ
で

ま
だ
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人

日

時

十

二
月
二
十
三
日

(火
)

午
前
九
時

t
十
時

午
後
一
時

l
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

料
金

無
料

※
必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
ど
持
参

下
さ
い
。

おおむ

き…… 1月2日11時

館

新年名刺交換会

A

Q

E

 

民

市政だより

ところ……市

と

(5) 

火

災

が

多

発

し

て

せ

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

健
康
相
談
室
が
ス
タ
ー
ト
し
て

九
カ
月
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
れ

る
前
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
健
康

に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

「寒
さ
は
高
血
圧
の
敵
で
す
」

ふ
だ
ん
健
康
と
思
っ
て
あ
ま
り

病
院
に
か
か
っ
た
事
が
な
い
人
は

一
度
血
圧
を
測
っ
て
み
ま
せ
ん
か

※
詳
し
く
は
、
毎
月
十
五
日
号
の

市
政
だ
よ
り
を
ど
覧
下
さ
い
。

恒
例
の
新
年
名
刺
交
換
会
一を
次
-

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

'

昭
和
五
十
一
年
一
月
二
日
一

午
前
十
一
時

一

市
民
会
館

一

六
百
円

一

十
二
月
十
日
ま
で
に

玖
島
郷
二
五

一

市
役
所
総
務
課
へ
。

一

日
時

場
所費

申
込

い

ま

す

。

火

の

用

心

を

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
も
健

康
相
談
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

月日 対象

12月9日13:30----14:3鈴田出張所乳幼児

12月11日193:1300~~1115::000 0竹松出張所乳幼児

12月16日 9:30-11:00 松原出張所妊婦と乳幼児

12月25日 9:30-11:00i萱瀬出張所妊婦と乳幼児

募

集

-
保
育
所
入
所
児
童
を

募

集

新
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

八
入
所
で
き
る
保
育
所
と
人
員
〉

公
立
保
育
所

池
田
、
竹
松
、
本
町
は
定
員
各

六
十
人
。
中
央
は
定
員
百
八
十

人
。
三
城
は
定
員
百
二
十
人
。

私
立
保
育
園

ノ萱
瀬
、
妙
宣
寺
、
久
原
、
三
浦

松
原
、
わ
か
ば
、
常
盤
、

早大天

宮
、
新
城
、
か
た
ま
ち
、
諏
訪

は
定
員
各
六
十
人
。
植
松
は
、

定
員
百
二
十
人
。

注

新

城
、
か
た
ま
ち
、
諏
訪
保

育
園
は
四
月

一
日
開
設
予
定
。

@
桜
馬
場
保
育
園
は
十
月
一
日

開
設
予
定
。

八
入
所
で
き
る
基
準
〉

保
育
に
欠
け
る
児
童

受
付
期
間

来
年
一

月
十
日

t
二

月
十
日

提
出
先

福
祉
事
務
所

申
請
書
は
福
祉
事
務
所
と
各
保

育
所
に
あ
り
ま
す
。

注

新

城
、
か
た
ま
ち
、

諏
訪
、

桜
馬
場
保
育
園
希
望
者
は
、
入

所
申
請
書
を
福
祉
事
務
所
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
。

-
第
引
回
シ
ャ
ン
カ
ル

国
際
児
童
展

作
品
を
募
集

規
定
O
世
界
中
の
子
供
た
ち
が
応
募
で

品
己
ヲ

Q

O
年
齢
は
十
六
歳
未
満
で
あ
る
こ

ム」
O
応
募
者
は
、
そ
の
作
品
が
未
発

表
で
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
N
で
あ

る
と
い
う
親
、
後
見
人
ま
た
は

教
師
の
証
明
書
を
つ
け
る
乙
と

部
門

絵
画
及
び
文
芸
作
品

送
り
先

イ
ン
ド

期

日

十

二
月
三
十

一
日
ま
で
に

必
着
の
こ
と

※
詳
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

(
皿
③
|
四
一
一
一
)

催

し

も

の

-
大
村
混
声
合
唱
団

第

3
回
発
表
会

十
二
月
十
三
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館

大
村
混
声
合
唱
団

市
教
育
委
員
会

大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

賛
助
出
演

響
の
会
(
諌
早
)

曲
目

日
時

後主場
援催所

日
本
の
う
た

楽
し
い
コ
ー
ラ
ス

合
唱
組
曲

五
つ
の
若
い
愛
の
歌

名
曲
か
ら
の
合
唱

入
場
料
一

般

三

百

円

学
生
二
百
円

発
売
所

森
竹
電
器
商
会
、
下
回

薬
局
、
ニ
ュ

l
洋
服
居
、
長
崎

書
庖
、
原
田
楽
器
居
、
田
川
小

児
医
院

※
問
合
せ
は
市
社
会
教
育
課
へ
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

清
和
国
へ

ム
県
農
協
連
合
会
、
雑
誌
二
冊

ム
長
崎
市
中
川
町
老
人
ク
ラ
プ

舞
踊

ム
久
原
郷
船
本
行
徳
さ
ん
り
ん

ど
十
キ
ロ
バ
ナ
ナ
十
二
キ
ロ

ム
諏
訪
町
竹
田
一
夫
さ
ん
、
菓

子
四
キ
ロ

ム
九
電
大
村
営
業
所
従
業
員

一

同
、
雑
誌
百
三
十
六
冊
、
花

種
子
五
十
袋
、
映
画
、

菊
三

十
鉢

ム
嬉
野
町
原
武
始
さ
ん
、
舞
踊

ム
大
村
地
区
婦
人
会
、
舞
踊
、

花
一
束

ム
本
小
路
婦
人
会
、
千
円

ム
前
舟
津
婦
人
会
、
二
千
円

ム
上
久
原
婦
人
会
、
二
千
円

ム
赤
佐
古
婦
人
会
、
二
千
円

ム
後
木
場
婦
人
会
、
二
千
円

ム
大
村
地
区
婦
人
会
、
五
千
円

ム
下
久
原
婦
人
会
、
り
ん
ご
六

キ
ロ

ム
上
小
路
婦
人
会
、
菓
子
三
キ

ロ
ム
本
小
路
楢
原
た

つ
え
さ
ん
、

八
百
五
円

ム
富
ノ
原
井
川
テ
ツ
さ
ん
、
衣

類
十
一
点
、
唐
瓜
二
十
キ

ロ
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(6) 

ポ

ー

ス

ツ

り

-
市
長
杯
争
奪

市
内
実
業
団

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

おおむ

午
前
九
時

日
時
十
二
月
七
日

場

所

市

民
体
育
館

チ
ー
ム
編
成
市
内
同
一

職
場
で

ダ
ブ
ル
ス

二
組
シ
ン
グ
ル

ス
三

人
の
編
成
と
す
る
。

(
男
女
に
で
も
可
)

試
合
方
法
リ
ー
グ
戦

参
加
料
千
円

申
込
み
大
会
当
日
、
午
前
九
時

ま
で
に
会
場
で
受
付
け
。

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
市
役
所
内

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
へ
。

市政だより

-
市
内
中
学
校
新
人

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

午
前
九
時

日
時
十
二
月
七
日

場

所

市

民
体
育
館

試
合
方
法
ダ
ブ
ル
ス

※
詳
し
く
は
萱
瀬
中
学
校

先
生
へ
。

-
月
例
卓
球
大
会

日
時

十
二
月
十
四
日
(
日
)

午
前
九
時
J
午
後
三
時

場

所

市

民
体
育
館

参
加
料
一
般
1

高

校

二

百
円

中
学
百
五
十
円

試
合
一
般
男
子
シ
ン
グ
政
ス

高
校
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

中
学
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

シ
ニ
ア
男
子
シ
ン
グ
政
ス

(
三
十
歳
以
上
)

申
込
先
大
村
ス
ポ
ー
ツ
(
本
町
)

旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
(
駅
通
)

親
和
金
融
内
大
村
卓
協
事
務
局

(
東
三
城
)

主
催

大
村
卓
球
協
会

そ

他

の

-
計
量
器
定
期
検
査
は

お
済
み
で
す
か

野
口

取
引
や
証
明
に
使
用
し
た
り
、

使
用
す
る
目
的
で
所
持
し
て
い
る

人
で
、
十
一
月
十
日
か
ら
十
一
月

二
十
日
ま
で
の
各
地
区
で
の
集
合

場
所
検
査
で
受
検
さ
れ
な
か
っ

た

受
検
該
当
者
は
、
次
の
と
お
り
追

検
査
を
行
い
ま
す
の
で
必
ず
受
検

し
て
下
さ
い
。

な
お
、
受
検
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
は
、
直
接
、
長
崎
県
計
量
検
定

所
へ
「
は
か
り
」
を
持
参
し
て
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
ど
留
意
下
さ
い
。

追
検
査
臼
十
二
月
十
三
日
(
金
)

午
前
十
時

t
十
こ
時

午
後
一
時

I
三
時

検
査
場
所
市
役
所

-
県
民
手
帳
が

届
き
ま
し
た

市
政
だ
よ
り
十
月
十
五
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
県
民
手
帳
が

届
き
ま
し
た
の
で
、
申
込
ま
れ
た

人
は
受
取
り
に
き
て
下
さ
い
。

頒
価

大
型

三
百
円

小
型

二

百

円

市
総
務
課

場
所

-
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

早

目

に

特
別
弔
慰
金
の
請
求
が
お
済
み

で
な
い
人
は
、
早
急
に
提
出
し
て

下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
社
会
課
に
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

-
中
小
企
業
退
職
金

制
度
に
加
入
を

中
小
企
業
従
業
員
の
福
祉
の
増

進
を
は
か
る
た
め
、
次
の
と
お
り

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

対
象ω長
崎
県
中
小
企
業
集
団
に
所
属

し、

雇
用
従
業
員
数
が
十
五
人

-

6

・

以
下
の
事
業
所

"

ω昭
和
五
十
年
四
月
一
日

t
昭
和

五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
聞
に
契
約
し
た
人
。

補
助
及
び
期
間

被
共
済
者

一
人
当
り
の
補
助
は

掛
金
の
二
分
の
一
で
(
但
し
最

高
千
円
を
限
度
と
す
る
)
契
約

締
結
の
日
か
ら
三
年
以
内
と
す

ザ令
。

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
ま
た

は
商
工
会
議
所
へ
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

圃
屋
外
広
告
物
の
禁
止

区
域
を
新
た
に
指
定

県
道
長
崎
空
港
線

I
全
区
間
(
道

路
の
中
心
線
か
ら
両
側
千
五
百

例
以
内
の
区
域
で
、
こ
れ
か
ら

展
望
で
き
る
区
域
)

市
道
園
田
徳
水
川
線

t
全
区
間
(

-
新
成
人
者
へ

「
成
人
の
日
」

1
月
旬
日

ー
名
簿
作
成
中
l

一
月
十
五
日
は

「成
人
の
日
」

で
す
。こ
の
「
成
人
の
日
」
を
有
意
義

な
も
の
と
す
る
た
め
、
市
は
新
成

人
代
表
者
と
共
に
式
典
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

一
郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
十
最
近
、
乙
の
保
険
料
の
前
納
払

一

~
一
一
月
を
「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
込
を
利
用
さ
れ
る

λ
が
増
え
て
い

~

…
の
月
と
し
て
、
お
客
様
に
お
得
な

ま
す
。

…

-
保
険
料
の
払
込
方
法
や
月
遅
れ
と

大
切
な
お
金
を
上
手
に
お
使
い
一

-
な
っ
て
い
る
保
険
料
払
込
の
お
勧
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
是
非
お
勧

一

一
め
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
く
こ
め
し
ま
す
。

-

一
と
に
し
て
い
ま
す
。
。
保
険
料
の
払
込
が
月
遅
れ
に
な
…

-

@

保

険

料

は

お

得

な

前

納

払

込

で

っ

て

い

ま

せ

ん

か

一

↑
十
二
月
の
よ
う
に
、
ま
と
ま
っ

簡
易
保
険
は
、
保
険
料
の
払
込

一

…
た
お
金
が
入
る
時
期
に
は
、
保
険
み
が
な
い
ま
ま
三
カ
月
を
経
過
し
一

一料
を
前
も
っ
て
ま
と
め
て
払
込
み
ま
す
と
保
険
契
約
の
効
力
が
な
く

一

-
い
た
だ
き
ま
す
と
、

次
の
よ
う
な
な
り
、
万
一
の
乙
と
が
あ
っ
た
場
一

~
割
引
を
す
る
大
変
お
得
な
取
扱
い
合
で
も
保
障
を
受
け
る
乙
と
が
で
-

…
を
行
っ
て
い
ま
す
。

き
な
く
な
り
ま
す
。

'

一
(
月
額
保
険
料
一
万
円
の
場
合
)
お
持
ち
の
保
険
料
領
収
帳
を
も

一

↑

払

込

月

数

割

引

額

う

一

度

お

確

か

め

の

上

、

も
し
も
一

~
三
カ
月
分
以
上
千
円

(保
険
料
月
遅
れ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
一

-

一

カ

月
分
の
量
)

面
倒
で
も
、
す
ぐ
郵
便
局
に
ど
連

…

一
六
カ
月
分
以
上
五
千
円
(
保
険
絡
下
さ
い
0

・1

一

↑

J

料

一
カ
月
分
の
1

玄

)

早

速

、
局
員
が
お
伺
い
し
ま
す

一

一一

年
分

一
万
円
(
保
険
料

一
月

大
村
郵
便
局
保
険
課

・

一

分
)

旭
②

l
二
八
O
一
…

「

'

一 郵

便

局

だ

よ

り

V
今
回
の
該
当
者
は

昭
和
三
十
年
四
月
一二
日
か
ら
昭

和
三
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
れ
た
人
で
す
。

V
十
二
月

一
日
現
在
の
住
民
票
を

基
に
し
て
名
簿
を
作
成
し
て
い

V 
E 玖連連人ま
③島絡絡 白です
|郷先を確が
四二 お 話J 、
一五 願を転
ー い希入
一市 し 望 ・
社 司まさ転
会 すれ出
教 。るさ
育 人れ
課 はた
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